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形
玲
美
医
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学
会
賞
受
賞

エ
ク
オ
ー
ル
と
生
活
習
慣
病

リ
ス
ク
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
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40
代
以
上
の
女
性
に
様
々
な
不
調

を
も
た
ら
す
更
年
期
障
害
。そ
の
症
状

の
改
善
効
果
で
注
目
を
集
め
る
成
分

『
エ
ク
オ
ー
ル
』に
、新
た
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病
リ

ス
ク
低
減
の
可
能
性
を
示
す
学
術
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
９
月
30
日
〜
10
月
3

日
、ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た「 

第

26
回
北
米
閉
経
学
会（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）」

に
お
い
て
、浜
松
町
ハ
マ
サ
イ
ト
ク
リ
ニ

ッ
ク　

院
長　

吉
形
玲
美
医
師
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
さ
れ

た
こ
の
研
究
内
容
は
同
学
会
に
お
い
て

学
会
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
50
代
に
お
け
る
体
脂
肪

の
数
値
は
エ
ク
オ
ー
ル
産
生
者
で

25.7
％
、非
産
生
者
で
27.8
％
と
そ
の
差
は

約
２
％
、内
臓
脂
肪
面
積
に
お
い
て
も

41.8
㎠
に
対
し
54.0
㎠
と
エ
ク
オ
ー
ル
産
生

者
が
約
12
㎠
少
な
い
結
果
で
し
た
。

第
26
回 

北
米
閉
経
学
会（
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）

健
常
女
性
７
４
３
名
に
お
け
る
大

規
模
調
査
で
あ
る
こ
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

50
代
に
お
い
て
、エ
ク
オ
ー
ル
産
生
者

は
非
産
生
者
と
比
較
し
て
体
脂
肪
や

内
臓
脂
肪
面
積
、動
脈
硬
化
、中
性
脂

肪
な
ど
に
お
い
て
良
好
な
結
果
が
示

Ｂ
М
Ｉ(

身
長
と
体
重
の
み
か
ら
出
す
肥
満
指
数)

で
は
エ
ク
オ
ー
ル
産
生
者
と
非
産
生
者
に
有
意
差
は

な
い
こ
と
か
ら
、「
体
格
が
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
エ
ク

オ
ー
ル
非
産
生
者
に
隠
れ
肥
満
が
多
い
」と
い
う
結
果

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、エ
ク
オ
ー
ル
の
産
生

能
と
動
脈
硬
化
、尿
酸
値
と
の
優
位
な
関
連
も
認
め

ら
れ
て
い
る
60
代
に
お
い
て
も
、エ
ク
オ
ー
ル
産
生
者
で

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（※

１
）が
良
好
、動
脈
硬
化

や
骨
吸
収
抑
制（※

２
）に
優
位
な
関
連
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、閉
経
期
か
ら
閉
経
後
早
期

の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン(

女
性
ホ
ル
モ
ン)

が
減
少
す
る
世
代
に

お
い
て
、エ
ク
オ
ー
ル
の
産
生
能
と
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク

と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、エ
ク
オ
ー
ル
が
動
脈
硬
化
の

改
善
や
骨
密
度
減
少
の
抑
制
へ
作
用
す
る
と
い
う
報

告
は
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
研
究
に
よ
り
、

エ
ク
オ
ー
ル
の
存
在
が
特
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
す

る
世
代
へ
の
、肥
満
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

関
連
リ
ス
ク
の
改
善
、骨
粗
鬆
症
予
防
な
ど
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

７
０
０
名
を
越
え
る
デ
ー
タ
を
元
に
し
た
こ
の
大

規
模
な
研
究
は
、学
会
へ
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、今
後
も
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

閉経期から閉経後早期の女性ホルモンが減少する世代で
「エクオール産生が肥満や生活習慣病のリスク改善への効果が期待される」という結果を認めた
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・50歳代　エクオール産生能有群は
無群と比較し、体脂肪、

CT内臓脂肪面積、baPWV、TG が
有意に低値であった

・60歳代　エクオール産生能有群は
無群と比較しHDL-C が有意に

高値であった

世代別×産生能有無での比較

 ※p＜0.05　　※※p＜0.01
■生産性あり　■生産性なし

RESULTS CＯＮＣＬＵＳＩＯＮ

エクオール

●体脂肪↓
●内臓脂肪面積↓

抗動脈硬化
●ＰＷＶ↓
●EPA/AA↓
●ホモシステイン↓

骨吸収抑制 ※2
●尿中ＮＴＸ↓

尿酸値減少

fat↓

抗
●

●

●

抗
●

●

●

healthy artery walls

Atherosclerosis

図表　第26回北米閉経学会（NAMS)吉形玲美医師研究発表より ※1　HDLコレステロール＝善玉コレステロール ※2　「骨吸収」とは、古い骨を溶かし、壊していくこと

エクオールオ

 ※p = 0.035

 ※※p = 0.001

％

cm2

cm/sec

mg/dl

mg/dl

 ※※p < 0.001

 ※p = 0.047
 ※p = 0.022

 n = 743

エクオール
（大豆イソフラボンから

代謝される）

ルルル


